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 デジタル時代に求められる 

 リスキリングとは 

  

 
 リスキリングという言葉を耳にするようになりま
した。リスキリングとは直訳すると「学び直し」と
なり、必要とされるスキルの獲得を意味します。
政府は５年間で１兆円を投じ、働き手のリスキ
リングを支援すると発表しました。政策の後押
しもあり、今後、リスキリングに取り組む企業は
増えると予想されます。メリットとしては、リスキ
リングによりスキルを高めた人材が自社の成
長分野に移れば生産性を高められることがひ
とつとしてあります。結果、経済社会全体にも、
賃上げなどの好循環が生まれます。 
 
 今、なぜリスキリングが注目されるのでしょう
か。最近は、コロナ禍や為替・物価の変動など
により、経営環境が激しく変化するにともない、
従業員に求められる能力は多様化していま
す。 
 また、従来の職の中には、ＡＩにとって代わら
れると予想されるものもあります。民間の調査
によると、今後、ＤＸにより現在の事務職につ
いている人のうち、約８，５００万人の雇用が失
われるといいます。その傍ら、デジタルに関す
る、９，７００万人の新たな雇用も生まれると予
測されています。 
 
 企業がリスキリングに取り組めば、リストラを
最小限に抑えられ、かつ、必要な人材を獲得
することができるようになります。企業が人材を
大切にし、大切にされた人たちが企業の成長
に貢献し、さらに豊かな暮らしが実現する、と
いった好循環が生まれます。 
 もっとも、従来から学び直しの制度はありまし
た。代表的なのは「リカレント教育」です。ただ、
リカレント教育は現在の職を離れることが前提
です。が、リスキリングはデジタル技術の力を

使いながら価値を創造できるようになることが大切で、
実現のために職を離れる必要はありません。 
 
 リスキリングという言葉を耳にするようになりました。 
リスキリングとは「学び直し」を指し、必要とされるスキ
ルの獲得を意味します。ＡＩ技術の発達により、ＡＩに
取って代わられる仕事が増える一方、デジタル分野
では人材不足の解消が課題となっています。こうした
ミスマッチをなくすためにも、リスキリングの必要性は
高まっています。 
 
 リスキリングに関して、日本は欧米に５～１０年後れ
を取っているといわれています。世界全体では、米国
や欧州、シンガポールなどの企業が活発に取り組ん
でいます。米アマゾン・ドット・コムや独ボッシュなど、 
リスキリングに多額の資金を投じている企業もありま
す。 
 
 その中、日本でも、電機メーカーや通信教育大手、
自動車会社など、リスキリングに取り組む企業が増え
始めています。ある総合電機大手では、ＡＩの技術を
駆使して、社員のリスキリングを促すシステムを開発。
グループ全体で導入し活用する予定だといいます。
同社には、従来のものづくりからデジタル企業に転換
したいという思いがあり、リスキリングで人材の強化を
図り競争力を高めたいという狙いがあります。 
 
 リスキリングの取り組みを開始した通信教育会社で
は、「リスキル休暇」を導入し、推進を図っています。
具体的には、通常の有給休暇とは別に、学習を目的
とした有給休暇を３日与えています。また、学習にか
かる費用は１０万円まで会社が負担します。 
 
 実は、リスキリングに対してはネガティブな声もありま
す。スキルを得た従業員がよりよい職場を見つけ、人
材流出につながるという懸念です。ただ、リスキリング
に取り組む企業が増えている現実を見ると、人を大切
にし、学びの機会を与える企業でないと、人が集まら
ないという、時代の流れがあるともいえます。 
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 当団体は、異なる業種の経営者が相集い、力を合わせ、自らの研鑚と親睦を通じて、

斬新な経営感覚と新たな販売促進を創造して、メンバー同士でより健全な事業所とその 

事業所のイメージアップを図り、地域社会に貢献できる事業所となることを目的とする。 

活動方針 人の輪・衆智・繁栄 

記事の内容に関するお問い合わせは事務局までご連絡ください。 

ウィークリーはメールでの配信も行っております。お手数ですが、「メール希望」・「配信停止希望」と件名にご入力の上、    

skc-soudan@skc.ne.jp まで空メールをご送信ください。また、FAX ご不要の際は、その旨をお電話にてお申しつけください。                


